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論 文 内 容 の 要 旨
東北地方の稲作は温度条件によって, 強く規制されている｡ したがって水稲の温度条件に対する生理生
態的反応を究明することは, 本地方稲作の安定化にとってきわめて肝要である｡ 著者は水稲に対する温度
条件のうち, 生長点を含めた地下部温度をとり上げ, これが生育 ･養水分吸収 ･体内諸成分の消長に及ぼ
す影響を検討し, この地方に多く見られる地下部低温による生育抑制の機作を明らかにしようとした｡ 実
験には大型土壌恒温槽装置 4基を用い, 温度区別は 150,200,250 および 30oC の4段階とし, 底夜恒温
のほか変温条件をも設定した｡ 論文は4 編からなっている｡
第 1編では地下部温度が生長および花成誘導に対して影響力の大きいことをのべ, とくに生長点温度の
役割を重視している｡ 花成誘導に対しては, 250-3 0oC の範囲がもっとも適温で, 出穂期にもっとも密接
な関係をもつのは生長点の温度環境であり, また栄養生長から生殖生長への柏的転換期は7 - 8 菓期 (止
葉菜位は16-1 7葉) であるとし, この時期における水地温の意義を強調している｡
第 2 編では地下部温度が養水分吸収に及ぼす影響についてのべている｡ 水分吸収は高温ほど大で ある
が, N ,P ,K は 25oC あたりで最高を示し, また温度低下による吸収低下の割合は水分のそれより著しく
大きく, K では 15oC で逆に根からの流出が見られる｡ なおN の吸収は底問 30oC , 夜間 15oC の変温条
件で最高を示すが, P , K は変温ではむしろ減少する｡ このことから著者は夜間における水地温の保温を
P,K の吸収の面から重要視している｡
第 3 編では地下部温度と体内N , 炭水化物および生長調整物質の消長関係を検討している｡ 全N は低温
ほど減少するが, 可溶態N は逆に増加し, 還元糖および非還元糖もまた増加する｡ これらの結果から, 著
者は地下部低温のもとではタンパク質, でん粉などの合成が抑制されるものとしている｡ なおオ- キシン
活力は低温条件で著しく低下する｡
第 4編は総合考察であって, 水稲の生育に対する地下部低温の限界は 15oC 付近にあるとし, また地下
部低温による生育抑制要因として, 根部における呼吸作用の低下による養水分の吸収阻害のほか, タンパ
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ク質, でん粉などの合成機能およびオ- キシン活力の低下をあげ, さらに地上部における光合成, 転流な
ど各種生理作用の低下も考えられるとしている｡
論 文 審 査 の 結 ､黒 の 要 旨
寒地稲作では, 生殖生長期とくに穂学期以降における低温が出穂 ･開花 ･萱熟に対して致命的な障害を




め, 大型土壌恒温槽装置を用い, 生長点を含めた地下部温度の影響を詳細に考察し, 概要つぎのどとき結
果を得ている｡
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